
（１）加盟国：メキシコ、コロンビア、ペルー、チリ※エクアドルとコスタリカが加盟交渉中。

（２）設立年：２０１１年４月の第１回首脳会合にて設立に合意。２０１２年６月に枠組協定署名。

（３）目的：域内の物品・サービス・資本・ヒトの移動の自由、格差是正、経済成長、

開発・競争力強化の促進、政治的連携、アジア太平洋への進出基盤構築。

（４）経済規模：２．１兆ドル／人口：２．３億人（中南米の３５％）

（５）議長国:１年毎の輪番（首脳会合で移行）。２０２２年はメキシコ｡次期：ペルー。

（６）実績：２０２０年末時点で、加盟国間の貿易品目の９８％の関税撤廃済み。

（１）オブザーバー国：６１か国。日本は２０１３年１月からオブザーバー（アジアで初のオブザーバー国）
（２）「準加盟国」の新設：太平洋同盟４か国各々とＦＴＡを有した上で包括的自由貿易協定を締結。
 ２０２１年７月にシンガポールが交渉終了、１２月に署名（初の準加盟国入り）。
 豪州、ＮＺ、加、韓国が準加盟国入りのための交渉を継続中。
（３）対話メカニズム：首脳会合の機会にオブザーバー国との閣僚会合を実施。

（１）直近のハイレベル会合出席実績

２０１８年７月：太平洋同盟首脳会合に際するオブザーバー国との閣僚会合出席 （於：メキシコ、岡本政務官）

２０１８年９月：日・太平洋同盟閣僚級会合開催（於：国連総会時、河野外務大臣）

２０１９年７月：日本と太平洋同盟との連携に係る共同宣言及び行動計画の文書交換式実施（於：ペルー）

（２）「日・太平洋同盟間の共同宣言及び行動計画」の概要

具体的な協力分野として、①科学技術・イノベーション､②貿易と投資､③防災､④グリーン成長とSDGs､

⑤中小企業、⑥人的・学術交流、⑦ジェンダーを掲げる。

１ 概要

２ 対外関係

３ 日本との関係

太平洋同盟（Pacific Alliance)


